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室町時代 名前

問1 1428年、近畿地方の農民たちが団結し、酒屋や土倉などを襲って借金の証文を破棄させ、室町幕府に対して借金の帳消しを命じるよう求めた大
規模な行動を何といいますか。 （2023年 大阪府公立入試 類似）

1. 土一揆 2. 一向一揆 3. 打ちこわし 4. 惣村

問2 室町時代の文化に関する人物と、その人物が深く関わった事柄の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2016年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 観阿弥・世阿弥 ― 足利義満の保
護を受け、能を大成した。

2. 足利義政 ― 猿楽や田楽を基に、
阿国歌舞伎を創始した。

3. 千利休 ― 北山文化の代表として
、銀閣を建立した。

4. 雪舟 ― 貴族の好みに合わせ、新
古今和歌集を編纂した。

問3 琉球王国が「万国の架け橋」として、東アジアと東南アジアを結ぶ貿易で大きな利益を上げることができた理由を説明したものとして、最も適
切なものはどれですか。 （2023年 静岡県公立入試 類似）

1. 日本の室町幕府の保護下に入り、
勘合を用いて中国との独占的な貿易
権を行使したため。

2. 鉄砲やキリスト教を日本へ伝える
窓口となり、ヨーロッパ諸国との直
接貿易を独占したため。

3. 独自に東南アジア諸国を征服し、
現地の特産品を自国の特産品として
中国へ輸出したため。

4. 中国への朝貢貿易を通じて得た品
物を、日本や東南アジアの諸地域へ
転売する役割を担ったため。

問4 1467年に、足利将軍家の後継争いや管領家の家督争いをきっかけとして始まった、約11年間にわたる大規模な戦乱の名称として正しいものはど
れですか。この戦乱により、京都の町は戦火で荒廃し、時代は「下剋上」の風潮が強まる戦国時代へと移り変わっていくことになりました。
（2016年 大阪府公立入試 類似）

1. 観応の擾乱 2. 承久の乱 3. 壬申の乱 4. 応仁の乱

問5 室町時代、京都などの都市において、人々から品物を担保に取って金銭を貸し出す「質屋」のような金融業を営んでいた業者の名称として正し
いものを、次の中から選んでください。 （2024年 岡山県公立入試 類似）

1. 土倉 2. 株仲間 3. 組頭 4. 問丸

問6 室町時代、足利義満の保護を受け、父である観阿弥とともに猿楽を洗練させ、舞台芸術としての「能」を大成させた人物は誰ですか。 （2023年

大阪府公立入試 類似）

1. 世阿弥 2. 観阿弥 3. 雪舟 4. 近松門左衛門

問7 室町時代、京都の八坂神社の祭礼である祇園祭は、1467年に始まった大規模な戦乱によって一時中断を余儀なくされました。その後、この祭礼
を復興させ、山鉾巡行などの行事を支えた京都の有力な商工業者たちを何と呼びますか。 （2021年 沖縄県公立入試 類似）

1. 惣村（そうそん） 2. 座（ざ） 3. 町衆（まちしゅう） 4. 地侍（じざむらい）

問8 室町時代、3代将軍の足利義満が明（中国）との間で始めた貿易において、当時、東シナ海などで略奪行為を行っていた海賊である「倭寇」と、
幕府が公認した正式な貿易船を識別するために用いられた道具の名称を答えなさい。 （2019年 千葉県公立入試 類似）

1. 朱印状 2. 奉書 3. 引換状 4. 勘合

問9 室町時代、農民たちが自衛や共同作業、さらには領主との年貢交渉を行うために結成した自治的な組織を何というか、最も適切なものを選びな
さい。 （2023年 大阪府公立入試 類似）

1. 惣（惣村） 2. 五人組 3. 座 4. 株仲間

問10 室町幕府の政治体制の特徴について、中央組織である「管領」の仕組みに着目して説明した文として適切なものはどれですか。 （2024年

香川県公立入試 類似）

1. 有力守護大名である三家が交代で
就くことで、諸大名の不満を抑えつ
つ幕政に関わらせた。

2. 特定の有力な一族が独占的に世襲
することで、将軍の権力を完全に代
行させた。

3. 将軍直属の軍事組織の長が兼任す
ることで、戦時体制を維持しやすい
仕組みにした。

4. 天皇から任命された貴族が武家を
統制することで、公家と武家の融和
を図った。

問11 室町時代、農村では「惣」と呼ばれる自治組織が作られ、農民たちが団結を強めていきました。この「惣」を中心とした農民たちが、借金の帳
消し（徳政）などを求めて、高利貸しを行っていた酒屋や土倉などを襲撃した武装蜂起を何といいますか。 （2020年 広島県公立入試 類似）

1. 打ちこわし 2. 一向一揆 3. 島原・天草一揆 4. 土一揆

問12 室町時代に足利義満によって始められた明との貿易において、漢字が書かれた札を左右２つに分割し、それぞれ日本側と明側で保管して照合す
る「勘合（勘合符）」が導入されました。このような仕組みが用いられた主な理由として正しいものはどれですか。 （2018年 福岡県公立入試 類似）

1. 貿易による利益を、幕府ではなく
各地方の守護大名が独占するのを防
ぐため

2. 正式な貿易船と、当時沿岸部で活
動していた倭寇などの海賊を区別す
るため

3. 江戸幕府から海外渡航の許可を得
ている朱印船であることを証明する
ため

4. キリスト教の布教を目的とした宣
教師が船に乗っていないか確認する
ため

問13 室町時代の対外貿易に関する説明として、貿易が行われた背景や仕組みをふまえたものとして最も適切なものはどれですか。 （2019年 千葉県公立入試

類似）

1. 足利義満が明の皇帝からの要求を
受け、倭寇を取り締まるとともに、
正式な船に証明書を持たせて貿易を
行った。

2. 平清盛が兵庫の港を整備し、明か
ら大量の銅銭や陶磁器を輸入するた
めに、勘合と呼ばれる札を用いた。

3. 江戸幕府がキリスト教の布教を防
ぐために、特定の海外貿易船にのみ
朱印状を与えて東南アジアへ派遣し
た。

4. 足利義満が、宋の商人と直接取引
を行うために、勘合を用いて倭寇の
活動を支援しながら貿易を拡大した
。

問14 ある地域の歴史年表において、400年頃の古代から1863年の近代までの流れが示されています。このうち、1398年が含まれる院政期から室町時
代の終わり頃までの時代区分を指す名称として適切なものはどれですか。 （2017年 鳥取県公立入試 類似）

1. 近世 2. 古代 3. 近代 4. 中世


